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7.3  取水放流設備導水管線形及び周辺掘削形状修正検討 

実施工時において、放流設備の導水管は取水設備から貯水池内を通り、仮排水

路トンネル呑口部から仮排水路トンネル内に配置する計画となっている。 

本検討では、施工されている仮排水路トンネルの線形を施工業者より受領し、

明かり部の導水管線形および割付けの変更とそれに伴う周辺掘削形状の見直しを

行った。 

なお、掘削勾配等については既往検討と同様に 1:0.8 とした。 

次頁以降に、施工業者より受領した仮排水路トンネル線形、掘削形状および導

水管配置図、導水管割付図を示す。 
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図- 7.3.1 トンネル線形の相違（施工業者測量結果） 

導水管と呑口部躯体が干渉する。 

⇒導水管線形の変更が必要となった。 

・合成法面の形状が変更となる。 

・導水管線形の変更と併せて掘削法面形状

の見直しも必要となった。 
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図- 7.3.2 修正後掘削形状および導水管配置図 

仮排水路トンネル線形は施

工業者測量結果を反映 
導水管線形変更に伴い、掘

削形状を変更 

呑口部躯体と導水管が干渉

しないように配置が必要 

掘削法面と導水管が干渉し

ないように配置が必要 
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